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自主選択保育 （ドリカ ム タイ ム ） を通 して 自己決定が お よぼす幼児の 満足 度（自己

肯定感 と 自己 有能感）に つ い て の 考察

　 高杉美稚 子

（吉塚幼稚園 ）

　　 田 中敏明

（福岡教育大学　）

　 1　 研 究 の 目的

　 本研究は、幼児 が 複数 （6〜8 分野）の 教育内容 か

ら 自主的 に 活動 を 選択 させ 、幼 児 の 満 足 度（自己 肯定

感 と自己 有能感）を大切 に する保育 （以下、ドリカ ム

タ イ ム とい う）の 実施を試 み 、幼児 の 興 味 が どの 分

野 で も っ とも高い の か 、どの よ うな行動変化 が み ら

れ た か 、通 常 の 保 育時 と比 較検討す る こ とに よ り、

幼児 の 主体性 とは 何 か 明 らか に す る と同時 に、望 ま

しい 保育 の あ り方 の 示 唆 を得る事 を 目的 とす る 。

　 ll　研 究 の 方 法

1 ．幼稚園で の 本実験 の 概要

　学級数 12　園 児数 378 　職員数 27 の 内 、実験郡

年長 組 4 学級 　133 名 に 10 回 の 実験保育 （自主選

択保 育 ； 通称 ドリカ ム タ イ ム ） を 行 い 、直後に幼児

に 満足 度 を 3 種 類 の 顔 の 絵 　通 称 こ こ ろ カ
ー

ド （満

足 度大一
笑顔 　満 足 度 中一普通 の 顔、満 足 度小一困

っ た 顔 ） に ぬ り絵 を して も らい 満 足 度 を 表 現 す る。

ま た 、ドリカ ム タ イ ム で は な い 時 の 通 常保 育時 も 同

様 に こ こ ろ カードに 表現す る。こ こで は、ドリカ ム

タ イ ム 10 回 の 満足度 の 平均 と通常 の 保育 4 回 の 保

育 の 満足度の 平均を比較検討す る。

2 ．ドリカ ム タイ ム の 意義

　 「自分 の 夢をか な え る 為 の 原動力 とな る 教育 」 と

い う思 い か ら 「ドリ
ーム 　カ ム 　 ツ ル

ー
　タ イ ム j

略 して 「ドリカ ム タ イ ム 」 と名付 けた。自分 が 何を

や りた い か を考 えて、保育を選択 しそ の 結果 を表現

す る満 足 度 の 比 較 や 行 動 の 記 録 は 子 ど も達 の 興味 の

あ り方、教育の 方 向 性 を 明 確 に で き る。各自に 適 し

た 指導が で きる こ の 保育 は、遊 び な が ら子 ど も達 の

自ら 考え 、行 動 し、決 断 で き る 自主 性 を養 い 、本当

の 生 き るカ を 身 に っ け る こ と が で き る活 動 と な る 。

4 歳 か ら 12 歳の 頃 の 心 の 発達の 課題 は 自己肯定感

と 自己 有能感 の 確 立 の 時期 だ か らで あ る。自己肯定

感 は 他者 か らの 評価 で は な く、自分 で 自分 が 認 め ら

れ、自分 に 自信を持 っ て 生きる こ とが で きる とい う

こ と で あ る 。
こ の 年齢 の 活動 は、親 よ り も 仲間 との

人 間 関係 の 中で 、自己概念 （自己 像）が確立す る の で 、

家庭や そ の 周 りで 体験 した 厂自己有能感 の 芽生 え 」

を 仲 間 とい う同 年 代 の 友 達 の 中 で 、確 認 す る こ とが

必 要なの で あ る。そ の 為 に 必 要 な こ とは 、他 か らの

強制で は な く、自 分で 選 択 、決 断、行動、承認、責

任 を 取 る 体験 が 必 要 とな っ て くる。今 、こ の よ うな、

子 どもの 体験 が なされづ らくな っ て 、発達 レベ ル が

うま く行 か ない 子 ど も達 が 増 えて い る 事 に ドリ カ ム

タ イ ム を す る 意義があ る と考え る 。

3 ．対象園児 と教諭 の 選 出 ：保 育 を 選 択す る こ と が

で きる 5 歳児 133 名 を 対象 と し、指導 は、園長、総

．務部長 （体育教諭）教務主任 、絵画 講師、年長組教

諭 の 計 8 名 が そ れ ぞ れ 得意 な分 野 を 担 当 す る。

4 ．時間 帯 と 回 数 ：午前 10 時 30 分 か ら 11時 30 分

平 成 15 年 4 月 か ら 12 月 ま で の ai　IO 回 と した。

5 ．選 択分 野 の 選 定 ：健康、環 境、表現 、言 葉、人

間関係 の 五 領域か ら 8 分 野 と す る 。

6 ．場 所 の 選 定 と安全確保 の 検討 ：

  7 台 の 防犯 カ メ ラ を設置

  事件通報 シ ス テ ム の 設置

警備会社 が 開発 し稼動 して い る シ ス テ ム で、GPS を

利用 した事件通報シ ス テ ム で あ る。

  無線 タ グ シ ス テ ム の 設置

無線 タ グ シ ス テ ム の ハ
ー

ドウェ ア は、縦 3cm 横 2

cm 厚 さ 0．5cm の タ グ と 専用 ア ン テ ナ 及 び データ

を 記録す るパ ソ コ ン で 構成 され る。タ グか ら は 1秒

間隔 で 識 別 情報が 発 信 され 、パ ソ コ ン に は 識 別情報、　 ．

電波強度、受信時間 が 記録 され る。

上記 の 導 入 に よ り園児 が ど こ に 行 っ て も位置確 認

が 把握可 能な の で 全園舎対象 に 実施する。

6 ．活 動 内容 ：子 ど も 達が そ れ ぞ れ の 領域別 の 保育

内 容説明 を放 送 と組 別 に 担任 か ら 口 頭 で 聞い て 活動
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を 把 握 し た 後、好 き な 活 動 を選 び 、そ れ ぞ れ違 う指

定場所 で 保育を受 け る。そ の 後、満足度を心 カー
ド

に 自分 で 記録す る。園児数に 対 し て 教諭 と活 動 の 種

類が多 い の で 日常 の カ リキ ュ ラム を発展 させ た 高度

な 活動を行 うこ とが 可 能 に な る 。

主 な保育内容

縄、マ ッ ト運 動、マ ス ゲ
ー

ム 、トム とジ ェ リ
ー

ゲ
ー

ム

動 物 変身ゲ
ー

ム 、宝探 し．風 船割 り、人 数集 め 、
じゃ ん けん ゲ

ー
ム 、新聞 紙遊び、しりと りあそび

す ごろ く　 お買 い 物 ご っ こ 、フ ァ ッ シ ョ ン シ a −．
ウォ

ー
ク ラ リ

ー、もし も しテ レ フ ォ ン 製作、
トン トン 相撲大 会　メ ソ セ

ージカ
ー

ド作 り

手 作 りカ ル ク大会 　紙コ
ッ プ 入形、リズ ム 遊 び

ス トロ
P一

の お もちゃ 製作 　パ ズル 製作、エプ ロン シア タ ー
お米 を守ろ う

一か か し製 伶　秘密基地
一

段 ボ ー
ル 製作

宝石 箱製 作　 マ フ ラ
ー

と帽 子作 り　 壁 掛 レ タ ー
ラッ ク作 り

そ りの プ レ ゼ ン ト配 り競 争．ト
ー

ン チ ャ イ ム ご っ こ ．

上 記 の よ うに そ れ ぞれ の 教師が領域 に応 じて、毎 回、

個 性 的 な保 育案の 指導 を 実施 し た。

皿 　研 究 の 結果 と考察

1　 こ こ ろカー ドの 取 り組み

　 こ こ ろ カ
ード （満足 度大一

笑顔　満 足度中一普通

の 顔 、満足 度小
一

困 っ た顔） の どの 部分 に 色を塗 っ

た か を 数 で 抽 出 し、総 数 で割 っ た ％ が 表 1 で あ る。

　　表 ゴ こ こ ろ カー ドに よ る園児の 満 足 度

こころ力「 ド 満足 度低 満足度中 満足度高

ドリカム タイム で6％ 37％
『
　 　 47％

平 常 保育 16％ 45％ 39％

行事 日の み 抽 出 18％ 36％ 46％

　 ド リカ ム タ イ ム 実験時 と通常保育時 の 満足度 の 平

均 の 検証 は ドリカ ム 時の ほ うが 平 常保育 日 よ り 高い

満足度が得られ た。又、平常保育時 に は行事 H も含

まれ 、行事 日の み を抽出 して ％ を 出す と ドリカ ム タ

イム 時 と同 じくらい の 満足度が 得 られ て い る。

　 表 2　分野別選択人数 の 分布

回数 123456789fO 計

健庫 116703344 ／ 2324325 巳 34337

健 康 2 ／ 3 昌 27 旧 193z 昌 212129

瑁境 ／ 1019913 ，515 η 334135

表現 1 ／ ／ 26 ／ 17 ／ ／ 〆 ／ ／ 43

表 現 21818 ／ 102 ↑ 2316102013149

義 現 3 ／ ／ 172015161a18312124

9 葉 136B10 ，4 ，04849492

人闘 関係 181 セ 1532310917 袋317158

夢加 数 65125126123121121118 宦161261 〜信

個 人 の 分野 別 満 足 度 を検証 し、興 味 の 度合 い を把 握

」．た か っ た が 分野別集 中度を知 るに 留ま っ た。

2 ．ドリカ ム タ イ ム に お け る事例

　事例 に よ る行動 の 検証と して 多 くの 子 どもに ポ ジ

テ ィ ブな行動が み られ た が 4事例を抽出す る。

事 例 1 ，N ．1 さん の 場 合

普段 は 比較的 お とな し く控 え め な N が 、
“
飛 び 出す メ

ッ セ ージ カード
”

を 製作 して か ら、次 々 とカー
ドを

作 っ て 友達や教師 に 配 り始め、交友 関係 を広げて い

く様子が み られた。

事例 2 ，S　 K さん の 場 合

普段 は 園 で の 様子 を家で あま り話 さな い と い う S が 、

ド リカ ム タ イ ム の 時 だ け は積 極的に そ の 日 の ドリカ

ム で の 様 子 を話す と、保護者 か ら報告 を 受 け た。

事例 3　R 　S 君 の 場合

活 動 を始め た初期 は 自己 決断 が 難 し か っ た が 、回 を

重 ね るご とに で きる よ、うに な り、ク ラス 内で
一

人 だ

け で もそ の 遊び に 積 極的 に 取 り組 み 、他 の ク ラ ス の

友達 と も 関係 を 築い て い く様子 が み られ た。
．

事 例 4 ・S 　 S 君 の 場合

普段 は 少 し 内気 な と こ ろ が あ り、な か な か 自分 の 感

情 を表現す る こ とが 少 な い が 、い ろ い ろな動物 に 変

身す る な ど、活 発 に 表 現す る 様子 が 見 られ た 。

IV　今後 の 課題

　　本研 究 に よ っ て 、幼児 が 自主的 に 活動 を選 択す

　るこ とは、幼児 の 満 足 度（自己 肯定感 と自 己 有能

　感）を大切に す る 保育 に っ なが る こ とが 明 ら か に

　な っ た。 ドリカ ム タイ ム の 実施 に よ り、幼児 が 自

　由 に活動 を選択 で き、通常保育 の 時 よ り、よりポ

　ジ テ ィ ブ な行 動 が み られ 、興味を持続す る こ とが

　で きた。

　　今後 の 誤題 と し て 以 下 の こ とが 考え られ る。

　 （1 ） 個 人 が 選 択 した 分 野 別 に 満 足 度 を 検 証 し

　　　　そ の 子 どもの 興味 の 度合 い を把握 す る こ

　　　　 と に よ りそ の 子 の 特性 を知 る こ と。

　 （2 ） 今 回 の 取 り組 み で 高ま っ た 教職員の 保 育

　　　　 立 案 に 関 す る 意識 を維 持す る こ と。

　 （3 ） 教職 員が安全業務の 能 率 を 向 上 で きる 環

　　　　1竟を整え、内 部評価、外部評価 の シ ス テ ム

　　　　 を改善 して い くこ と。
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